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研究成果の概要（和文）：本研究は、様々なネットワークのデータを利用して、シドニー大学、漢陽大学（韓
国）、アルシ大学（エチオピア）などと国際共同研究を行った。その結果、（1）経済変動による影響はサプラ
イチェーンや情報ネットワークなどの多層に形成されたネットワークを伝わって伝播するが、多様なネットワー
クを持っている経済主体ほどその負の影響を緩和することができること、（2）様々なグループ間の交流を深め
ることで多様なネットワークは構築されることもあるものの、場合によってはむしろネットワークを閉鎖的にし
てしまうこともあることなどを明らかにした。その成果は計10本の論文（うち6本は査読付き国際学術誌掲載）
として発表した。、

研究成果の概要（英文）：This research project found that (1) although economic shocks propagate 
through supply chains and information networks, the negative effect can be alleviated by the 
diversity of networks, and (2) the diversity of networks can be promoted by social interactions, 
although the effect of social interactions can be opposite in some occasions, using various network 
data and collaborating with the University of Sydney, Hanyang University, and Arsi University. 10 
papaers (of which 6 were published in international refereed journals) were published as the 
outcomes of the project. 

研究分野：応用計量経済学

キーワード： ネットワーク

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、多層的な経済・社会ネットワークの役割についてこれまで必ずしも現実のデータを使って定量的に
示されていなかった問いに対して、経済主体の異質性を考慮しつつ解答を与えたところに学術的な意義がある。
また、これらの学術的な成果に基づいて、政策や企業経営に対して提言を行っており、米中の分断や経済安全保
障のためにグローバル化が停滞もしくは縮小している現在、社会に対して一定の貢献があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
 研究代表者はシドニー大学とネットワークに関する共同研究を行う中で、ネットワーク科学
では多層に構成されたネットワークに注目が集まっていることを知った。企業や個人が様々な
種類のネットワークを構築していることは明らかであるが、経済学では十分にその点について
十分に考慮してこなかったことから、経済学的な問題にもこの視点を取り入れる必要性を感じ
た。 
 
２．研究の目的 

 

 経済では、様々なタイプのネットワーク、例えば企業のサプライチェーンや資本関係ネットワ
ークが多層に構築され、経済主体のパフォーマンスを決定づける。しかし、経済学において近年
ネットワークに関する研究が進んでいるものの、多層なネットワークを考慮した分析はほとん
ど行われていない。本研究はこのような問題意識の下、経済主体の多層なネットワークがどのよ
うに構築され、災害やグローバル化などの経済ショックがその多層なネットワークを通して経
済主体の意思決定やパフォーマンスにどのように影響するかを実証的に分析する。本研究は、世
界規模の企業データ、途上国農村でのデータなど様々なデータや社会実験を利用しつつ、国際共
同研究によって、計量経済学やネットワーク科学などを融合した研究を進める。それによって、
経済における多層ネットワークの役割を学術的に明らかにするとともに、経済ショックへの対
応策を社会に提言することが本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

 

 本研究は 2 で述べた問いを様々なシチュエーションで明らかにするために、様々なネットワ
ークや経済ショックを用いて計量経済学的な定量分析を行う。多層なネットワークは内生的に
構築されており、観測できない属性の効果などからネットワークの効果を識別した分析が必要
であるため、外生的なショックを用いて推計の偏りをできる限り軽減する。 

 

４．研究成果 

 

① 災害による経済ショックとグローバルな企業ネットワーク 

 グローバル化の進展によって、企業は海外とのネットワークを通じて様々な経済ショックに
直面している。本研究では、ある企業のグローバル化によって経済全体のネットワークがどのよ
うに変化し、企業業績がどのように変化するかを、企業間のグローバルなサプライチェーンと資
本所有関係ネットワークの相互作用に注目して分析する。データは、世界の主要企業 10万社程
度のサプライチェーン情報を含む LiveData、世界の数百万社の資本関係の情報を含む Orbisを利
用する。その結果、災害による経済ショックはサプライチェーンを通じて国内の企業には波及す
るが、海外の企業には波及せず、国内企業でも海外取引のある企業への波及の程度は比較的小さ
いことが示された。これは、多様なネットワークを持つことによって、サプライチェーン途絶の



影響を最小限に抑えることができることを示している。また、サプライチェーンに加えて資本関
係でもつながった顧客企業からのショックの波及は、サプライチェーンのみでつながった顧客
からのショックの波及よりも小さく、多層なネットワークによって強くつながることでショッ
クの波及を軽減できることが示された。本研究はシドニー大学との共同研究によって実施され
た。 

② 災害ショックと途上国の社会ネットワーク 

 本研究では、インドネシア農村において災害によるショックが地域の異なる宗教集団間の相
互扶助ネットワークをどのように変化させるか、またインフラネットワークの途絶を通じて住
民のリスク性向をどのように変化させるかについて分析した。この分析では、2018 年のスラウ
ェシ地震後に、シドニー大学の協力のもとに独自に収集した農村世帯データを利用した。その結
果、災害後に異宗教集団同士が社会的に接触して支援することを通じて、互いに対する意識を改
善し、相互扶助ネットワークを強化したことが分かった。また、インフラネットワークの途絶を
通じた経済ショックによって、リスク性向が上昇したことも見出された。 

③  開発途上国における政治ネットワークと経済ネットワーク 

 本研究は、途上国の中小零細企業において、企業の持つ政治的なつながりが企業の経済ネット
ワークや行動に及ぼす影響を分析した。そのため、独自にベトナムで収集した企業データを利用
する。その結果、政治家とのつながりを持つ企業は、情報ネットワークや金融ネットワークへの
アクセスが容易である半面、必ずしも海外との取引ネットワークを広げているわけではないこ
とが見いだされた。これは、政治家とのネットワークによる利益が効率的に活用されていないこ
とを示唆するものである。この研究は、韓国漢陽大学との共同研究として行われた。 

④ サーベイ論文や政策・企業経営に対する提言論文 

以上のような学術的な成果を踏まえて、それをまとめたサーベイ論文をシドニー大学、フロー
ニンゲン大学、国際経済開発大学院大学との共同研究として発表したほか、政策提言のためのポ
リシーディスカッションペーパーの発表や一般向けのセミナーにおける口頭発表を行い、成果
の普及に努めた。 

なお、本研究期間中に新型コロナウイルスの世界的な感染拡大が発生したため、もともと予定
していた独自のデータ収集が十分にできなかったところもあり、当初の計画とは異なる分析手
法をとったこともあった。とはいえ、以上の概要および以下の研究業績に示されるとおり、大き
な成果が挙げられたことは強調しておきたい。 
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